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ご 

挨 
拶 

理
事
長 

 

吉 

永 

龍 

暘 

会  

長 
 

吉 

永 

龍 

奏 

謹
啓 

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
々
様
に
は
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
、
稽
古
は
出
来
ず
、
心
身
と
も
不
健
康
に
陥
り
が
ち
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
家
で
発
声
し
、
健
康
に
結
び
つ
け
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。 

こ
の
度
の
発
刊
日
は
、
亡
き
洲
神
の
誕
生
日
で
、
存
命
で
あ
れ
ば
九
十
二
歳
で
し
た
。

き
っ
と
こ
の
世
の
今
を
憂
い
、
そ
の
中
に
あ
り
な
が
ら
南
洲
吟
道
会
の
同
志
の
皆
様
に

よ
る
会
報
「
敬
天
愛
人
」
の
継
続
を
大
変
喜
び
、
良
く
読
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

ま
た
、
と
て
も
残
念
な
事
に
、
令
和
三
年
一
月
二
十
九
日
に
相
談
役
を
務
め
て
頂
い

た
平
松
龍
康
様
が
九
十
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
国
分
寺
南
洲
吟
道
会
に
於
い
て
も

ご
指
導
頂
き
、
模
範
の
会
と
導
き
発
展
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
ご
葬
儀
に
於

い
て
会
員
出
席
者
に
よ
る
弔
吟
を
捧
げ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
故
に
合
吟
で
の
形
は
断
念

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
む
な
く
、
皆
様
の
お
気
持
ち
と
共
に
、
ま
た
、
理
事

長
・
会
長
と
し
て
の
感
謝
と
鎮
魂
の
思
い
と
共
に
、
琵
琶
の
演
奏
に
て
龍
奏
が
弔
吟
を

捧
げ
ま
し
た
。
改
め
て
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
つ
つ
、
会
員
各
位
に
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。 

昨
年
度
の
活
動
は
す
べ
て
中
止
に
成
り
ま
し
た
が
、
延
期
と
な
っ
た
温
習
会
は
、
六

月
三
十
日
（
水
）
野
方
区
民
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

感
染
対
策
等
は
、
皆
で
協
力
す
る
も
の
で
あ
り
、
皆
様
の
ご
賛
同
と
多
く
の
お
力
添
え

を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
油
断
の
な
ら
ぬ
時
期
で
す
の
で
、
令
和
三
年
度
の
定
時
総
会
は
中
止
と
致

し
ま
す
。
例
年
通
り
に
偽
り
な
く
会
計
監
査
を
受
け
、
皆
様
に
は
ご
承
認
い
た
だ
け
る

よ
う
運
ん
で
参
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

役
員
改
選
の
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月

三
十
一
日
迄
継
続
し
、
ご
就
任
頂
き
た
く
、
本
会
発
展
の
為
ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ
う
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
会
の
よ
り
良
い
改
善
の
為
に
、
ご
意
見
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
申
し
出
下
さ
い
。 

そ
れ
で
は
夏
の
暑
い
時
期
に
も
十
分
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

訃
報  

平
松
茂
（
龍
庚
）
氏 

去
る
令
和
三
年
一
月
二
十
九
日
（
金
）
、
平

松
茂
（
龍
庚
）
氏
が
九
十
歳
に
て
永
眠
さ
れ

ま
し
た
。
葬
儀
は
、
喪
主
・
平
松
玉
枝
（
龍
宝
）

様
（
奥
様
・
国
分
寺
会
会
長
）
、
通
夜
・
二
月

三
日
（
水
）
、
告
別
式
・
二
月
四
日
（
木
）
、

国
分
寺
市
の
東
福
寺
む
さ
し
の
斎
場
に
て
取

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
故
人
は
本
会
相
談
役
、

国
分
寺
市
吟
詠
剣
詩
舞
連
盟
事
務
局
長
と
し

て
吟
道
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。
生
前
の
ご
活
躍
に
感
謝
し
、
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
（
広
報
局
）  

 
 
 
 
 

 

 
 

会 

報 

「
敬
天
愛
人
」
第
五
十
四
号 

 

発
行
日 
 

令
和
三
年
七
月
十
五
日 

編
集
人 
 

南
洲
吟
道
会 

 

広
報
局
長 

手
塚
憲
龍 

 
 

発
行
人 

 

理
事
長 

吉
永
龍
暘
・
会
長 

吉
永
龍
奏 

 
 

発
行
所 

 

〒
一
六
五-

〇
〇
三
五 

東
京
都
中
野
区
白
鷺
二-

三
四-

五 

団
体
名 

 

公
益
社
団
法
人 

日
本
吟
道
学
院
公
認 

南
洲
吟
道
会 

 
 
 
 
 
 
 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三-

三
三
三
〇-

七
〇
〇
九 

西郷南洲翁揮毫 

会長による弔吟・琵琶伴奏（通夜） 

洲神会第二教場にて 

国分寺市吟詠剣詩舞連盟 初吟会にて 
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故
平
松
龍
庚
先
生
追
悼 

 
 
 
 

鷺
宮
教
場 

稲
葉
龍
誠 

平
松
龍
庚
先
生
は
こ
こ
数
年
、
病
気
療
養
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
訃
報
に
接
し
、
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
平
松
龍
庚
先
生
と
私
と
の
出
会
い
は
阿
佐
ケ
谷
教
場
に
始
ま
り
、

そ
の
後
は
洲
神
第
二
教
場
へ
と
続
き
ま
す
。
一
期
一
会
、
球
心
に
稽
古
に
接
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
自
分
自
身
は
糸
の
針
と
な
り
、
多
く
の
人
を
引
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
又
、
全
国
大
会
、
各
種
大
会
に
お
い
て
も
世
話
役
と
し
て
尽
力
を
注
い
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
長
い
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
安
ら
か
に
。 

 

訃
報 

 

広
瀬
正
和
（
龍
正
）
氏 

去
る
令
和
三
年
五
月
二
十
三
日
（
日
）
、
広
瀬
正
和
（
龍
正
）
氏
が
七
十
八
歳
に
て 

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
葬
儀
は
、
喪
主
・
広
瀬
薫
様
（
御
長
男
）
、
五
月
二
十
六
日
（
水
）
、

習
志
野
市
の
ウ
ィ
ズ
モ
ア
ー
大
久
保
に
て
家
族
葬
で
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
故
人
は
本

会
前
相
談
役
、
前
習
志
野
会
会
長
と
し
て
吟
道
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 

生
前
の
ご
活
躍
に
感
謝
し
、
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
（
広
報
局
） 

          

故
広
瀬
龍
正
先
生
追
悼 

 
 
 
 

習
志
野
会 

萩
野
進
龍 

 

戒
名
、
剛
正
吟
諷
信
士
、
俗
名
、
広
瀬
正
和
。
当
に
、
戒
名
通
り
の
人
生
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
詩
吟
と
酒
吟
を
愛
し
て
、
習
志
野
会
を
リ
ー
ド
し
て
下
さ
い
ま
し

た
が
、
難
病
、
血
小
板
減
少
症
と
診
断
を
受
け
、
静
養
中
で
し
た
が
、
令
和
三
年
五
月

二
十
三
日
、
地
元
、
谷
津
保
健
病
院
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
残
念
の
一
言
で
す
。

七
十
八
才
で
し
た
。
今
頃
は
、
師
匠
、
故
吉
永
洲
神
先
生
と
の
合
吟
を
楽
し
ん
で
い
る

か

！
と
思
い
ま
す
。
合
掌
。 

本
部
だ
よ
り 

 

◎ 

令
和
三
年
度
春
季
昇
段
審
査 

結
果
報
告 

四
月
十
八
日(

日
）
本
会
春
季
昇
段
審
査
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
指
導
者
の

推
薦
を
持
っ
て
合
格
と
し
、
次
の
通
り
審
査
決
定
さ
れ
ま
し
た
。(

指
導
局) 

春
季
昇
段
者
名
簿 

中
川
晋
洲 

初
伝 

茂
呂
真
龍 

秀
伝 

手
塚
憲
龍 

秀
伝 

山
田
龍
瓔 

総
伝 

四
名
の
方
々
が
合
格
で
す
。
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。
益
々
の
ご
活
躍
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

◎ 

再
入
会
の
ご
紹
介 

 
 
   

詩
吟
三
田
教
場 

米
田
こ
ず
絵
（
梢
水
）
令
和
三
年
四
月
一
日
再
入
会 

◎ 

令
和
三
年
度
定
時
総
会
（
中
止
）
・
監
査
会 

 

六
月
六
日
（
日
） 

会
場 

白
鷺
高
齢
者
会
館 

 

定
時
総
会
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
監
査
会
は
午
後
二
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◎ 

令
和
三
年
度
南
洲
吟
道
会
春
季
温
習
会 

 

六
月
三
十
日
（
水
） 

会
場 

野
方
区
民
ホ
ー
ル 

 

午
後
二
時
開
演 

緊
急
事
態
宣
言
中
に
よ
り
、
五
月
三
日
（
祝
・
月
）
か
ら
延
期
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◎ 
琵
琶 

第
十
六
回
鶴
暘
の
會 

十
月
七
日
（
木
）  

会
場 

な
か
の
芸
能
小
劇
場 

 

午
後
一
時
開
演 

 

◎ 

琵
琶
詩
吟 

時
分
の
花 

吉
永
鶴
奏
の
會 

 

十
二
月
十
九
日
（
日
） 

会
場 

青
山
銕
仙
会
能
楽
研
修
所 

習志野会創立５周年 吟行会にて① 

習志野会創立 5 周年 吟行会にて② 
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総
本
部
だ
よ
り 

◎ 
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル 

東
京
地
区
予
選
会 

八
月
十
五
日
（
日
） 

 

会
場 

小
松
川
区
民
館 

 

◎ 

夏
季
吟
道
大
学
講
座 

八
月
二
十
三
日
（
月
）
・
二
十
四
日
（
火
） 

会
場 

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀 

 
 

午
前
十
時
～
午
後
四
時
三
十
分 

◎ 

吟
道
普
及
実
践
教
室
「
至
誠
塾
」
開
設 

詳
細
は
吟
道
誌
五
月
号 

単
発
の
講
習
会
で
は
な
く
、
定
期
開
催
の
学
校
（
教
室
）
形
式
で
行
い
ま
す
。 

目
的 

指
導
者
育
成 

 

会
場 

日
本
吟
道
会
館
ホ
ー
ル 

 

期
間 

二
年 

 

開
講
日 

令
和
三
年
九
月
八
日
（
水
）
予
定 

 
 

◎ 

東
京
地
区
壮
心
大
会 

九
月
二
十
三
日(

木
・
秋
分
の
日)

 
 

会
場 
小
松
川
区
民
館 

◎ 

五
行
歌
吟
詠
集
制
作
記
念
発
表
会 

九
月
二
十
九
日
（
水
） 

会
場 

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀 

令
和
四
年 

◎ 

新
春
賀
詞
交
換
会 

 

一
月
八
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り 

会
場 

日
本
吟
道
学
院
ホ
ー
ル 

 

◎ 

日
本
吟
道
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
選
大
会 

 
 
 

三
月
二
十
五
日
（
金
）
午
後
一
時
～
五
時 

 

会
場 

か
つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ 

 

教
場
だ
よ
り 

 
 
 

鷺
宮
教
場
と
、
と
も
に 

 
 
 

鷺
宮
教
場 

安
永
龍
珀 

 

鷺
宮
教
場
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
昭
和
五
十
五
年
九
月
五
日
で
し
た
。
私
は
そ
の
頃
、

吉
永
先
生
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
吟
の
お
稽
古
の
日
は
二
階
か
ら
生
徒
の

吟
ず
る
声
が
聞
え
て
き
て
よ
く
立
ち
止
ま
っ
て
聞
い
た
も
の
で
す
。
あ
る
日
、
龍
暘
先

生
が
お
見
え
に
な
り
鷺
宮
教
場
を
作
り
ま
す
の
で
「
い
か
が
で
す
か
」
と
声
を
掛
け
て

下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
鷺
宮
で
仕
事
を
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
二
人
の
人
（
石
井
さ
ん
、

土
橋
さ
ん
）
を
お
誘
い
し
て
入
会
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
発
会
式
当
日
、
三
人
揃
っ

て
鷺
宮
区
民
セ
ン
タ
ー
の
二
階
の
座
敷
の
大
広
間
に
行
く
と
吉
永
洲
神
先
生
、
龍
暘
先

生
始
め
十
数
名
の
方
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
古
く
か
ら
の
知
人
の
山
田
さ

ん
が
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
池
尻
教
場
の
女
性
三
名
の
方
が
お
揃
い
の
ブ
ル
ー
の

ド
レ
ス
で
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
出
席
の
方
々
が
吟
を
披
露
し
て
下
さ
り
、
賑
や
か
な

発
会
式
と
な
り
ま
し
た
。
次
の
週
か
ら
、
男
性
一
名
（
深
水
さ
ん
）
、
女
性
四
名
で
始

ま
り
ま
し
た
。
女
性
の
四
名
は
吟
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
洲
神
先
生
の
熱
心
な
指
導
で

何
と
か
少
し
ず
つ
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
生
は
ご
苦
労
な
さ
っ
た
こ
と
と
、

今
、
思
い
ま
す
。 

鷺
宮
に
は
お
店
も
少
な
く
、
セ
ン
タ
ー
の
並
び
に
「
養
老
の
滝
」
と
云
う
焼
鳥
の
お

店
が
あ
り
、
お
稽
古
の
帰
り
に
先
生
を
囲
ん
で
楽
し
い
時
を
過
ご
し
た
事
を
昨
日
の
よ

う
に
思
い
出
し
ま
す
。
毎
年
、
日
帰
り
旅
行
な
ど
両
先
生
も
ご
一
緒
さ
れ
、
秩
父
方
面

に
は
度
々
出
掛
け
ま
し
た
。
秋
に
は
道
端
に
栗
林
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
栗
を
拾
い
乍
ら

宿
ま
で
歩
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

あ
れ
か
ら
四
十
数
年
が
過
ぎ
、
私
は
、
去
年

米
寿
を
迎
え
ま
し
た
。
龍
暘
先
生
に
丁
寧
に
ご

指
導
し
て
頂
き
現
在
が
あ
り
ま
す
。
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
吟
じ
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
若
鷺
教
場
の
三
名
の
方
が
加

わ
り
、
現
在
九
名
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
皆
様

に
お
会
い
出
来
な
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

温
習
会
が
無
事
出
来
ま
す
こ
と
願
っ
て
い
ま

す
。 

 

令
和
三
年
五
月
二
十
五
日
記 

現在の鷺宮教場 
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広
報
局
長 

手
塚
憲
龍 

 

記
録
部
長 

稲
葉
龍
誠 

広
報
部
長 

萩
野
進
龍 

 

編
集
部
長 

曽
根
龍
富 

Ｈ
Ｐ
担
当  

菊
地 

務 

 

編 

集 

後 

記 
 

編 

集 

後 

記 
 

 

 

会
員
だ
よ
り 

私
と
マ
ス
ク 

 
 
 
 
 
 
 

習
志
野
会 

吉
沢
麗
龍 

コ
ロ
ナ
に
振
り
廻
さ
れ
て
の
こ
の
一
年
、
緊
急
事
態
を
受
け
て
の
過
ぎ
ゆ
く
時
間
と

生
活
が
、
時
計
が
止
ま
っ
た
か
の
様
に
、
長
い
月
日
と
、
と
ま
ど
い
の
中
で
ふ
と
思
い

つ
い
た
「
マ
ス
ク
」
作
り
に
挑
戦
、
豊
か
な
今
の
時
世
で
す
が
、
あ
え
て
こ
の
時
期
を

利
用
し
て
、
手
縫
い
で
の
小
さ
な
作
業
を
始
め
、
年
の
重
ね
も
気
に
せ
ず
に
一
針
一
針
、

あ
き
も
せ
ず
に
縫
い
上
げ
て
の
作
業
、
個
々
の
仕
上
が
り
に
一
人
悦
に
入
っ
て
お
り
ま

し
た
。
消
毒
、
「
マ
ス
ク
」
の
着
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
の
日
々
に
、
「
マ
ス
ク
フ
ェ

イ
ス
」
、
い
つ
迄
続
き
ま
す
事
や
ら
、
未
だ
々
（
ま
だ
ま
だ
）
、
収
束
に
は
時
間
が
掛

り
そ
う
で
す
。
こ
こ
で
私
が
友
人
の
家
族
の
一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
出
会
い
を
書

か
せ
て
頂
き
た
く
綴
り
ま
し
た
。
手
作
り
「
マ
ス
ク
」
を
友
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
所
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
気
に
入
っ
て
下
さ
り
、
“
人
の
温
も
り
と
、
癒
し
”
を
感
じ

て
い
い
ね
と
、
気
分
を
替
え
て
は
楽
し
ん
で
使
用
し
て
ま
す
と
の
御
返
事
を
頂
き
ま
し

た
。
大
変
嬉
し
く
、
利
用
し
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。 

 

お
会
い
し
た
の
は
、
二
年
程
前
に
な
り
ま
す
が
、
姿
の
き
れ
い
な
笑
顔
の
可
愛
い
の

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
農
家
に
嫁
が
れ
て
八
十
五
才
迄
、
畑
仕
事
や
草
む
し
り
が
日
課
、

団
塊
世
代
の
今
日
迄
、
時
代
々
々
の
困
難
を
の
り
越
え
て
の
人
生
を
、
た
ん
た
ん
と
し

て
、
又
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
語
っ
て
下
さ
っ
た
長
寿
の
秘
訣
は
、
身
体
を
動
か
す
事
の
習

慣
が
苦
に
な

ら
ず
、
く
よ
く

よ
せ
ず
に
、
人

と
の
か
か
わ

り
を
大
切
に
、

そ
し
て
趣
味

を
持
ち
、
生
か

し
て
ゆ
く
こ

と
の
頑
張
る
力
、
考
え
る
力
が
生
き
る
こ
と
へ
の
智
恵
で
す
ね
、
と
語
っ
て
お
り
ま
し

た
。
大
変
重
み
の
あ
る
奥
深
い
言
葉
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
今

年
で
１
０
０
才
に
な
り
ま
し
た
と
御
返
事
に
綴
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
今
は
家
族
と
一
緒

に
公
民
館
で
絵
を
習
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
に
手
作
り
の
刺
繍
の
小
手
鞠
を
下
さ
っ

た
の
が
、
生
涯
、
忘
れ
得
ぬ
大
切
な
思
い
出
の
品
と
な
り
ま
し
た
。
健
や
か
に
、
お
元

気
を
祈
り
つ
つ
１
０
０
才
バ
ン
ザ
イ
。
私
の
手
作
り
マ
ス
ク
も
あ
り
が
と
う
。 

 

そ
れ
か
ら
、
今
、
私
は
詩
吟
を
勉
強
さ
せ
て
頂
き
、
早
、
二
十
年
す
ぎ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
生
き
る
糧
と
し
て
、
頑
張
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

    

会
員
の
皆
様
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
相
変
わ
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ

て
の
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
会
報
の
紙
面
で
も
お
わ

か
り
の
通
り
、
大
会
・
行
事
等
も
思
う
よ
う
に
は
開
催
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
現
状
で
は

コ
ロ
ナ
の
治
療
薬
が
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
、
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
接
種
は
お
済
み
に
な
り
ま

し
た
か
。
詩
吟
活
動
は
偏
に
こ
こ
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。 

昨
今
は
ワ
ク
チ
ン
の
免
疫
効
果
も
ま
だ
先
な
の
に
、
オ
リ
パ
ラ
に
ど
の
程
度
の
観
客

を
入
れ
る
の
か
、
会
場
内
は
と
も
か
く
、
そ
れ
に
よ
る
会
場
外
の
人
流
な
ど
の
影
響
を

な
お
ざ
り
に
し
た
話
が
活
発
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
ド
株
を
中
心
に
し
た
感
染
爆

発
が
心
配
で
す
。
目
を
つ
ぶ
っ
て
「
エ
イ
ヤ
」
で
は
な
く
真
摯
な
議
論
を
し
て
頂
き
た

い
も
の
で
す
。
私
達
に
で
き
る
こ
と
は
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
距
離
。
基
本
を
守
り
、
コ

ロ
ナ
に
罹
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
六
月
二
十
四
日
記
（
広
報
局
） 

     

思い出の小手鞠 


